
みんな輝いた！体育祭

９月30日(土)に体育祭を実施しました。今年度はたくさんの来賓の方々に足を運んでいただ
き、また、保護者や地域の皆様にも入場制限なく参観していただくことができました。温かい
声援や拍手をいただき、児童生徒もより一層がんばることができました。ありがとうございま
した。今年度の体育祭のテーマは「輝 一人一人が主人公 己の力をみせつめろ 真剣勝負が
今始まる」でした。暑さを考慮して準備は短期間で行われたため、練習は時間との勝負でした。
赤白両団長をはじめとした実行委員のみんなは、どうや
って１～９年生までをまとめようか、どうやって応援を
盛り上げようか、どうやって団対抗種目の勝者になろう
か、最後の最後までお互い手の内を知られないように作
戦と練習を別々に行い、準備を進めました。物事を達成
するために「こだわり」「試行錯誤する」経験はとても大
切です。しかも、そうして夢中になって取り組んでいる
先輩たちを中心にして徐々に学校全体が一つになってい
く、そんな感覚を味わえるのも体育祭をはじめとする学
校行事のよさだと思います。結果はわずかな差で白団の
勝利で幕を閉じました。自分たちが夢中になって取組んだ結果を受け入れるには少々時間が必
要なほど悔しさをにじませた赤団全員の表情に「一生懸命がんばった」者にしか味わえない強
い想いを感じました。体育祭終了宣言を待っていたかのように降り出した雨。天気までを味方
に付けた素晴らしい体育祭でした。片付けにご協力くださろうと待ってくださった皆様には雨
に濡れさせてしまい大変申し訳ありませんでした。今後とも、かわち学園の児童生徒の成長と
活躍を保護者の皆様、地域の皆様に見守っていただきたくよろしくお願いいたします。

～児童生徒の感想から～

ぼくは、この体育祭で団長を務め、感じたことや 体育祭を終えて、最高の思い出ができまし
もっとできたんじゃないかと思うことがあります。 た。最高のメンバーと最高の環境、最高の先
まず、団長を務め感じたことは、みんなの「絆」で 生方、最高の応援、最高の副団長、最高の敵
す。応援合戦や大玉は１年生から９年生全員で取り (ライバル)がいたから笑って終われたのだと
組みました。学年もバラバラで最初は心配してまし 思います。いろいろな面で、練習のときは不
た。しかし、けんかもせずみんな仲良くやっていま 安でした。今日は負けた場面もあったけれど
した。大玉ではみんなの力を合わせて、勝利するこ もみんな最後まであきらめずに戦ってくれ
とができました。そこで絆を感じました。最後にも て、優勝をつかみ取ることができました。本
っとできたと思うことについてです。それはみんな 当に感謝の気持ちでいっぱいです。これから、
にもっと声かけができたのではないかということで けやき祭や受験などたいへんなこともあるけ
す。全体の応援練習のとき、周囲の人に頼ってばか れど、また、みんなでがんばります。
りでした。それがぼくのやりきれなかった部分です。 白団団長
しかし、中学校最後の体育祭で団長ができたこと、

そして赤団で本当によかったです。９－１、そして

赤団、最高です。 赤団団長
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きょう、わたしはたいいくさいでだんすた ぼくがいちばんがんばったことはときょう
まいれをしました。たのしかったです。たま そうです。ぜんりょくではしりました。１い
いれのあみにいっぱいはいりました。うれし になれてうれしかったです。らいねんも１い
かったけどゆうしょうはしろぐみでした。く になりたいです。
やしかったです。 １年 白団 １年 赤団

今日、体いくさいがありました。白だんも 今日、体育祭がありました。わたしがとく
赤だんもがんばって体いくさいをやっていま にがんばったのはリレーです。リレーでぬか
した。みんなとやれてうれしかったです。赤 されそうだったけれども、みんなのおうえん
だんはさいごにまけちゃったけれどもさいご でぬかされませんでした。白だんがおうえん
までがんばったなと思いました。おべんとう してくれたおかげでぬかされませんでした。
のときにつくってくれた人にかんしゃして食 また、体いくさいをやるときもせいいっぱい
べました。 ２年 赤団 がんばります。 ２年 白団

「ときょうそうがんばったよ」 「おっとっと ゆうしょう」
今日、２じゅん目でときょう走をやりまし ぼくのチームが練習では２位や３位だった

た。まず、さいしょに根本先生が｢スタート｣ ので、今日ゆうしょうできるかなと不安に思
ってピストルでうったので走りました。走っ っていました。自分の番がくると「やってや
ているとき友達の近くまでせっかくいったの る。」という気もちでいっぱいでした。でも、
に、その友達が本気を出して２メートルくら 白のおいあげがすごくて、ぼくは「ゆうしょ
いさがひらいちゃって２位になってくやしい うできるか。」と心配でした。そしたら白に
って思いました。でも、２年生のときは３位 おいつかれてしまいました。けれどもぼくは
だったので２位になれてうれしかったです。 しょうりをアンカーにたくしました。そした
今度は１位になれるようにがんばります。み ら赤がぬいてゆうしょうしました。ぼくは思
んなでときょう走をできてよかったです。来 うぞんぶん「よっしゃー！」とさけびました。
年もがんばります。 ３年 白団 来年もひきつづきがんばります。３年 赤団

わたしは、９月３０日に体育祭をしました。 私が体育祭で楽しかったことは三つありま
心に残ったことは二つあります。一つ目はス す。一つ目は体育祭でゆう勝したことです。
タートダッシュです。去年までは速く走れな 白がはじめて勝ったのでうれしかったです。
かったのに、今年は４位になれました。次は 二つ目はリレーの選手が速かったことです。
３位をめざしたいです。二つ目は「おっとっ リレーの選手がめっちゃ速くてびっくりしま
と」です。練習のときは２位だったのに今日 した。三つ目はみんなでがんばったことです。
は１位になれました。みんなで協力してボー さいごまであきらめないで勝ったことが一番
ルを運べました。すごくうれしかったです。 うれしかったです!!
わたしはこの体育祭をがんばって取り組めま ４年 白団
した。来年はもっと成長できるようにがんば
りたいです。 ４年 赤団

私が体育祭で心に残ったきょうぎは「ぼう ぼくは、ぼう引きをするときさいしょなの
引き」です。きょうぎ中は｢三回戦でも負け に少しでおくれてしまいましたけれどもなん
たらどうしよう。」と思っていました。でも、 とかおくれをとりもどせました。ぼくは、ぼ
ぼうを１本でも持ってきたら勝てる可能性も うを１本も取れませんでしたけど、相手のチ
あると思い、ぼうを引っぱったら１本持って ームの点数にも入れさせないことができまし
こられました。手も赤くなるほど引っぱった た。１本も取れなくてもとても楽しかったで
けど、と中で笛が鳴ってしまい、１本だけ点 す。そのあとは、３回全ぶ負けてしまいまし
数に入りませんでした。二回戦目の男子では たがとても楽しかったです。さいごまであき
相手に体ごと引きずられても手をはなさずに らめずにやれば何かいいことがあることがわ
勝ちにいこうとしていて、私もこのくらいが かりました。３回すべて負けてしまいました
んばって勝ちにいこうと思いました。三回戦 が、ほかのきょうぎで点をたくさんとれてな
目が始まる前にはとてもどきどきしました。 んとか２０点さで赤団に勝つことができまし
周りに見られていると思うと力がはいりづら た。とてもうれしかったです。来年の体育祭
く、私は周りの人を空気だと心に思いこませ のぼう引きはぜったいに勝ちたいです。
ました。ぼう引きも赤に負けてしまったけど ５年 白団
１本取れただけでもうれしかったです。

５年 白団



今年の体育祭で身に付けた力は二つありま ぼくが体育祭を通して身に付けた力は「団
す。一つ目はみんなで協力し合う力です。だ 結力」と｢人を助ける気持ち」です。体育祭で
んご三兄弟や棒引き、リレーは団体競技なの 応援するときに、みんなでそろえて応援した
でチームみんなで作戦を作ってどうしたら速 り、棒引きをでどうするかを考えて、みんな
く走れるか、どうしたら多く棒を取ってこら で協力できました。そして、リレーのときに
れるか考えて練習したからです。二つ目は全 同じチームの子がころんで泣いてしまったけ
力でみんなを応援する力です。前までは大き れども声をかけることができたなどの経験を
な声を人前で出せなかったけれども６年生に 通してチームワークは大事だと学び、そのよ
なって、恥ずかしがらずにできたからです。 うな力をつけることができました。そのよう
来年は後期生になるので前期生の子達のお手 なことを生かし、次に研修旅行で自由行動の
本になりながら引っ張っていけるようになり ときやホテルの中でなど、みんながルールを
たいです。 ６年 赤団 守りバラバラにならないようにしていきたい

です。 ６年 白団

体育祭を終えて思うことは二つあります。 私は、体育祭を終えて悔しかったことはリ
一つ目は｢協力」です。１～９年生まで年れ レーです。第二走者でバトンをもらったとき、
い関係なく、いろいろなことを言い合い、改 相手にぶつかってバトンを落としてしまいま
善していくことができました。短い間だった した。私はとても悔しくて泣いてしまいまし
けれどおも応援合戦など団長を中心に協力で た。そうしたら周りの先輩達が、「大丈夫だ
きて、本番は一人一人が何倍も声を出してい よ!」｢｢また来年がんばろう!｣と、言ってくれ
てよかったなと思いました。二つ目は団体種 て今年の赤団はみんな優しくて、一人一人が
目の「つな引き」です。並び順などを工夫し、 一生懸命でいいチームだと思いました。特に、
クラスのみんなで作戦を練ってきました。そ 団長が赤団を引っ張ってくれて、私は尊敬し
のおかげで２回とも勝てました。努力したぶ ました。９年生たち、そして９年の先生方に
ん勝ててとてもうれしかったです。最後に優 感謝の気持ちでいっぱいです。私も来年あん
勝できて最高の思い出になりました。次に私 なふうになりたいと思いました。
たちが下級生をまとめていく番なのでがんば ７年 赤団
りたいと思いました。 ７年 白団

私が、体育祭で心に残ったことは二つあり 私は、体育祭を終えてがんばったことや楽
ます。一つ目は係です。私は決勝審判の係に しかったことがたくさんあります。一つ目は
所属していました。一人一人の当番の数が多 みんなで応援ができたことです。はじめの練
く、大変でしたが、やりがいがとてもありま 習ではみんな恥ずかしがっていて声が出なか
した。二つ目は競技です。三人四脚では、始 ったけれども、練習を重ねていくうちにみん
まる前に円陣を組んでクラスがまとまり勝つ ながチーム一丸となって大きな声を出して応
ことができました。私は、一度、バンドがと 援できたことが楽しかったです。二つ目は、
れてしまいましたが、三人で声を合わせてゴ 白団が優勝したことです。かわち学園ではこ
ールしました。みんな、最初より速くなって れまで赤団が優勝してきたけれども、この体
いて練習の成果を発揮していました。団体競 育祭で初めて優勝できたことがうれしかった
技では団長や副団長を中心に９年生が支えて です。来年は最高学年なので、下級生たちを
くれていて、来年も私たちがこれを作ってい 勝利に導けるようにがんばりたいです。
きたいと思いました。無事に体育祭が終わり ８年 白団
よかったです。 ８年 赤団

（文責 秋山 美穂）


